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トリプル四重極質量分析計(Triple quadrupole inductively coupled plasma mass spectrometry: ICP-QQQ)による金属イオン溶出量
の検討によると、塩酸へ30分間浸漬した場合のTiNコーティングSSワイヤーおよびTiNコーティングNi-Tiワイヤーからの
金属イオン溶出は、両非コーティングワイヤーと比較して著しく減少した。また、アノード分極試験法による解析では、TiN
コーティングSSワイヤーおよびTiNコーティングNi-Tiワイヤーの破壊電圧は非コーティングSSワイヤーおよび非コーティ
ングNi-Tiワイヤーのそれと比べて著しく上昇した。さらに、アノード分極試験後の両TiNコーティングワイヤー表面におい
て、大きな孔食は認められなかった。TiNコーティングSSワイヤーの最大応力および 0.2％耐力は非コーティングSSワイヤ
ーに比べ有意に高かった。TiNコーティングSSワイヤーの曲げ剛性および0.1mmオフセット曲げ強さもまた、非コーティン
グSSワイヤーより上昇した。TiNコーティングNi-Tiワイヤーの曲げ試験におけるワイヤーから押し返す力は非コーティング
Ni-Tiワイヤーよりも低かった。 
溶媒への金属イオン溶出量減少およびアノード分極試験での破壊電圧の上昇により、イオンプレーティング法による矯正用
SSおよびNi-Tiワイヤー表面上のTiNコーティングは耐食性を増加することが示唆された。また、引張試験により最大応力お
よび0.2％耐力が増加し、曲げ試験により曲げ剛性および0.1mmオフセット曲げ強さが増加したことから、TiNコーティング
SSワイヤーは引張強さと剛性を増加することが示唆された。しかしながら、TiNコーティングNi-Tiワイヤーでの曲げ試験に
おけるワイヤーから押し返す力は減少したことから、TiNコーティングNi-Tiワイヤーは弾性力が減少することが示唆された。
よってイオンプレーティング法によるTiNコーティングワイヤーは金属アレルギー患者の治療に有効であると考えられるが、
また、臨床利用を行う際にはその特性をよく理解することが必要である。 
 
 
